
昭
和
三
十
六
年
四
月
に
国
民
年
金
い
近
ご
ろ
の
よ
う
に
交
通
事
故
が
多

く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
考
え
る
と
、
[

i

制
度
が
実
施
さ
れ
、
国
民
は
必
ず
ど
i

れ
か
の
年
金
に
は
い
る
こ
と
に
な
り
丁
い
つ
、
そ
の
事
故
に
あ
う
か
わ
か
り

•
ま
し
た
。
・
ま
せ
ん
が
、
万
一
そ
ん
な
事
故
に
あ
．

i

つ
ま
り
、
会
社
や
官
庁
な
ど
に
動
[
つ
た
と
き
は
ヽ
障
害
年
金
や
母
子
年
・

．
め
る
人
は
厚
生
年
金
や
公
務
員
共
済
；
症
等
が
、
支
給
さ
れ
ま
す
か
ら
、
必
．

・
組
合
な
ど
の
制
度
に
は
い
り
、
そ
の
〗
ず
し
も
と
お
い
将
来
の
こ
と
ば
か
り
~

一

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

'

[

他
の
二
十
オ
か
ら
五
十
九
オ
ま
で
の
ぃ

i

ま
た
、
老
令
年
金
を
考
え
て
み
ま
．

•
国
民
は
、
す
べ
て
関
民
年
金
に
は
い
~

；
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
組
に
な
っ
]一
す
と
、
日
本
で
は
平
均
寿
命
の
｀
の

．
て
い
ま
す
。

・
現
在
国
民
年
金
に
は
い
っ
て
い
る
．
び
に
と
も
な
っ
て
老
令
人
口
が
ふ
え
ぃ

・
人
は
、
金
国
で
約
二
千
万
人
、
愛
媛
」
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
若
い
人
＋
人
．

県
下
で
三
三
万
五
千
[
二
対
し
老
人
[
人
の
割
合
で
す
が
ヽ
~

来
る
十
月
一
日
に
は
、
全
国
い
っ
機
械
と
電
子
計
算
機
と
を
使
っ
て
集
・
人
に
の
ぽ
っ
て
い
ま
｝
将
来
は
三
人
に
一
人
の
割
合
に
な
る
[

す
。
当
町
で
は
千
九
；
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
と
ぎ
に
・

1ヽ

せ
い
に
国
勢
調
査
が
行
な
わ
れ
る
°
計
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
．

ヵ

国

勢

閏

査

は

国

の

も

っ

と

も

基

本

こ

れ

に

よ

っ

て

、

前

回

は

四

十

ゲ

月

百

人

が

は

い

っ

て

い

・

は

、

老

人

は

若

い

人

に

頼

っ

て

は

い

・

す

的
な
統
計
調
査
で
、
五
年
ご
と
に
行
か
か
っ
た
集
計
が
二
十
ヶ
月
で
で
ぎ
[
給
い
ま
す
が
ヽ
ま
だ
は
い
；
O

れ
な

vな
り
ヽ
老
人
の
座
は
今
以
[

ま

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

．

因

5

っ
て
い
な
い
人
が
十
：
上
に
ぎ
び
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
[

ヽ

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

J
 

し

今
年
の
国
勢
調
査
は
大
正
九
年
の
各
家
庭
に
は
、
九
月
二
十
四
日
か
~
の
五
人
程
あ
り
ま
す
。
-
,
。
そ
こ
で
今
か
ら
そ
の
準
備
を
し
・

て

第
一
回
調
査
か
ら
数
え
て
ち
ょ
う
ど
ら
、
国
勢
調
査
の
胴
査
員
が
お
う
か
~
ち
ノ
国
民
年
金
に
は
い
る
二
て
お
く
と
い
う
た
め
に
も
、
年
金
は
~

っ

十

回

目

に

当

る

。

こ

手

続

は

か

ん

た

ん

で

;

必

要

な

の

で

す

。

．

、
が
い
し
て
、
調
査
票
へ
の
記
入
を
お
~
ナ
‘

す
が
、
こ
の
よ
う
な
~
事
故
が
お
含
た
あ
と

A

か
、
老
人
[

入

r
 

禾

こ

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
二
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ー
か
ん
た
ん
な
届
出
が
に
な
っ
て
か
ら
、
年
金
の
必
要
を
思
~

ー
｀
金

鷹
、
市
町
村
な
ど
が
、
教
育
、
求
[
国
勢
調
査
は
九
べ
O

O

万
人
に
の
[

ー
・
金

F
な
か
な
か
実
行
で
ぎ
い
出
し
て
も
お
そ
す
ぎ
ま
す
。
~

一

人
求
職
、
環
境
衛
生
｀
地
域
開
発
、
~

な
い
の
は
、
は
い
ら
．
な
ぜ
な
ら
、
国
民
年
金
は
加
入
し
・

は

交
通
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
の
対
~
＼
〔
／
ィ
、
年
を

-―
 

~
民
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
人
が
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
を
た
[

た

'

国

人

が

、

ま

だ

、

よ

く

そ

ま

え

と

す

る

保

険

制

度

で

す

か

ら

、

い

慶

た

て

る

場

合

に

欠

か

す

事

の

出

／

J

-

―

来
な
い
資
料
と
な
り
ま
す
。

i

、

¥

¥

"

一

な

[
年
金
制
度
を
知
っ
て
；
各
種
の
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
~

い
な
い
た
め
と
考
え
ぃ
一
定
の
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
あ
~

ぁ

ハ

ら

れ

ま

す

。

ま

た

年

い

る

こ

と

が

必

要

な

の

で

す

。

[

、

金
が
将
来
の
生
活
を
~
し
た
が
っ
て
、
今
か
ら
で
も
す
ぐ
~

ぃ
ピ
ピ
[
[
[
〗
〗
-

〗□[
〗
〗
｀
口
。
パ
〗
〗
〗
〗
〗
冒
臼
｀
｀
°
き
を
し
、

職
業
な
ど
の
構
成
が
か
な
り
変
っ
て
~
こ
の
繭
査
を
完
全
に
実
施
す
る
た
手
プ
め
て
い
ま
す
。

差
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
0

:

め

に

は

、

町

内

の

皆

様

の

ご

理

解

と

い

国

民

年

金

に

は

、

老

後

を

保

障

す

[

り

国
勢
調
査
は
こ
れ
ら
の
実
態
を
明
ら
二
こ
協
力
が
ぜ
ひ
必
要
で
す
。

;
0
老
令
年
金
や
、
け
が
や
病
気
で
障
~

ぃ
来
た
る
＋
月
一
日
を
期
し
て
行
な
玉

E
者
と
な
っ
た
と
含
の
障
害
年
金
や
、
~

か
lIC
し
ま
す
。

今
回
の
国
勢
調
査
で
は
、
調
査
の
~
わ
れ
る
国
勢
調
査
で
は
、
も
れ
な
く
ぷ
大
や
親
が
死
亡
し
た
と
ぎ
の
母
子
年
~

結
果
を
早
く
知
る
た
め
に
、
『
光
学
~
調
査
票
に
ご
記
入
下
さ
る
よ
う
お
願
ぷ
立
、
準
馳
子
年
金
、
潰
児
年
金
は
な
~

式

読

取

り

装

置

』

と

い

う

最

新

型

の

い

し

ま

す

。

．

ど

の

給

付

が

あ

り

ま

す

。

十

月

日

り
1
1
1
 

可
1

—
リ
＞

発

肱川

TEL { 

号

。

行
町

6

8

集

課

1

2

 

2
 

務
豆6
 

編

総

1

臼｀ 
給 の額 農地被買収者に給付金が

今
度
さ
き
の
農
地
改
革
日
ま
で
に
清
求
書
を
出
し
た
も
の
に

で
農
地
を
買
収
さ
れ
た
向
支
給
さ
れ
ま
す
。

に
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
一
―
-
、
給
付
金
の
額
｀

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

イ

畑

は

百

分

の

六

0
に
換
算
さ
れ

一
、
ど
ん
な
人
が
も
ら
え
る
ま
す
。

0

．
口
買
収
さ
れ
た
一
方
売
渡
を
受
け

ヵ
昭
和
ニ
―
年
―
二
月
二
た
も
の
は
そ
の
売
渡
を
受
け
た
面

九
日
か
ら
二
七
年
一

0
月

積

が

引

か

れ

ま

す

。

ニ
0
日
ま
で
に
国
に
買
収
四
、
給
付
金
の
額
別
表

さ
れ
、
そ
の
面
積
が
一
畝
耳
給
付
金
の
支
払

以
上
の
人
が
対
象
と
な
り
給
付
金
は
記
名
国
債
で
交
付
さ
れ

ま

す

。

一

0
年
間
に
毎
年
六
月
一
荘
日
償
還

本
人
が
死
亡
し
て
い
る
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

場
合
は
、
そ
の
遺
族
又
は
六
、
給
付
金
受
給
資
格
者
は
住
所
地
の

相
続
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
」
市
町
村
長
を
経
由
し
て
請
求
書
を
提

―

-

‘

請

求

の

時

期

叫

3

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昭
和
四
二
年
―
―
一
月
三
一
~
情
求
書
に
は
内
容
の
裏
付
と
な
る

]
左
の
添
付
書
類
が
必
要
で
す
．
o
．

~
イ
買
収
令
書
又
は
登
記
抄
本

円

円

円

円

円

満

万

万

万

千

千

未

1

2

1

6

2

反

i

登
記
抄
本
は
土
地
所
在
地
の
登

に
当
上
~
記
所
へ
申
請
書
を
出
せ
ば
交
付
さ

”
I
I
I
I

算
~
れ
ま
す
（
申
請
用
紙
は
役
場
に
あ

は
ぃ
口
受
給
資
格
を
明
ら
か
に
す
る
戸

辛
反
計
~
り
）

は

は

は

は

円

合

i

籍
関
係
書
類

満
満
満
満
は
万
場
~
ハ
受
給
資
格
者
が
多
い
と
き
は
そ

未
未
未
未
分

0

の
~
の
同
意
書

反
町
町
町
る
。
上
玉
‘
請
求
書
用
紙
は
い
つ
で
も
交
付
し

1

1

2

5

え

1
以

玉

す

。

上
上
上
上
こ
は
歩
入
、
ー
ニ
類
の
受
付
は
毎
週
火
曜
日

以
以
以
以
を
高
反
捨
五
、
役
場
の
係
は
産
業
建
設
課
富
永
主

畝

反

町

町

町

最

1

切
ぶ
手
、
農
業
委
は
橋
本
主
事
で
す
か
ら

1

1

1

2

3

0

 
0
 

・
わ
か
ら
な
い
点
は
お
尋
ね
下
さ
い
。

8
 
月 の出来事

8. 2赤岩橋落成式挙行

5 生活相談開設

7 臨時塙会招集

14消防団役員会開催

1 5国民体育大会愛媛県予選（ポート）

1 7 農業委員会開催

1 8 遺族役員会開催

19 山羊，緬羊，腰マヒ予防注射実施

20町常会開催

28農政講習会

30消防夏季訓練実施

3 1給食センター役員会開催

）、＇ か，；で

“ 



し
し、

を
あ
げ
て
み
ま
と

す
。
尚
個
人
の
密
は

た
し
注
す
。

給
そ
の
他
f

国
の
給
付
金
の

の
こ
と

活

保

設

の

各

種

扶

助

限

防

憚

の

こ

と

。

愛
媛
県
行
政
監
察
局
所
属

9

月
「
交
~
か
ら
が
多
い
の
で
す
。

/

‘

通

死

亡

事

故

防

止

；

ど

う

か

お

か

あ

さ

ん

、

家

に

帰

っ

て

州
運
勁
促
進
月
間
」
~
か
ら
の
子
供
の
遊
び
忙
は
、
じ
ゅ
う

で

す

。

こ

ふ

ん

関

心

を

持

っ

て

、

自

動

車

の

通

｝
 

〗
〗□[

[
[
[
[
[
f
i
/
[

／A□〗[
0
[
[
/
0

生
命
を
、
交
通
事
~
「
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
、
さ

十
月
に
入
る
と
そ
ろ
そ
ろ
原
木
の
~

故
か
ら
守
り
ま
し

□せ
な
い
」
と
い
う
事
が
、
交
通
事
故

0000~ 
o
u
o
5
[
 

伐
採
期
が
参
り
念
す
。
計
画
を
た
て
[

7

9
心
5
1
[

ょ

う

。

．

を

防

ぐ

事

に

な

る

の

で

す

。

て
、
出
来
る
だ
け
適
期
に
伐
採
、
植
]

◎
「
わ
か
あ
さ
夕
◎
自
転
車
に
乗
っ
た
時
は
、
道
路
の

1
1
t
1
1
.
 

~
日
0
7
0
~

～
円
～
～
~

付
を
し
て
下
さ
い
。

：
左
側
を
一
列
に
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

伐
採
適
期
は
三
割
紅
葉
か
ら
五
割

[

4

0

5

0

0

0

0

0

0

ぃ

た

だ

い

夜

」

か
わ
い
い
お
子
さ
：

2
台、

5
台
が
、
横
に
並
ん
で
走
る

ぃ

表

2

6

2

4

9

0

0

0

5

5

[

紅
葉
で
、
葉
が
っ
い
て
い
る
間
忙
切
二
瘍
月
3

,

.

4

6

5

3

?

・
相

8

6

2

1

1

1

1

1

ぃ

ん

が

、

学

校

か

ら

[

と

ヽ

他

の

交

通

の

じ

や

さ

だ

け

で

な

っ
た
も
の
は
、

9
ら
木
が
笠
木
と
し

お
帰
り
で
す
。
だ
[
<
、
恐
し
い
事
故
の
も
と
で
す
。

い
け

て
活
用
出
来
主
す
の
で
、
伏
せ
込
み
＇
i

た

値

均

値

場
が
裸
地
の
人
は
、
こ
の
時
期
を
外
~
い
日
数
高
平
安
格
葉
~
が
、
顔
を
見
て
ホ
·
◎
夜
、
自
転
車
に
乗
る
と
苔
は
、
必

ヽ

ッ
と
気
を
ゆ
る
め
＼
す
あ
か
り
を
つ
け
さ
し
ょ
う
。

〇
い
し
月
箱
価

4
~

さ

ぬ

様

作

業

予

定

を

立

て

て

下

さ

い

ぃ

乾

の

の

別

コ

上

並

成

'

[

作
業
が
安
易
だ
か
ら
種
駒
だ
け
忙
頼
~
札
札
格
況
柄
ン
信

I
I

粒
[
i

ん
の
は
禁
物
。
゜
゜
□
無
灯
火
で
は
、
衝
突
し
た
り
、
溝
や
す。

子
供
の
交
通
事
故
[
ガ
ヶ
に
落
ち
た
り
す
る
も
と
で

．

入

入

価

概

品

ド

香

山

小

．

る
の
は
考
え
も
の
で
す
。

．

は

、

家

に

っ

て

：

夜

、

灯

火

を

つ

け

る

事

は

、

あ

な

た

ー

"
2
ふ

4

夏
期
の
栂
場
検
診
で
は
「
ノ
コ
ク
＂

す。

廣

廣

：

自

身

を

守

る

事

に

な

り

さ

ぃリ
z“
れ
n
≪
l
”
z
hり
N
Wり

N

)
）））ーー
1

)
ー）ー）ー）（ー（ーけ，け

9'（ー（リ
Z≪
リ
N
0
仇

廣

姦
役
所
仕
事
で
、
皆
さ
な
油
申
し
出
の
用
件
を
詳
細
に
出
来
得

0

国
民
年
金
、
康
保
生
労
二
◎
あ
な
た
の
自
転
車
の
調
子
は
い
か

竺

直

接

関

係

の

あ

る

こ

と

で

、

し

て

下

唸

い

。

働

保

険

の

こ

と

。

i

が
で
す
か
？

こ

茂

り

の

こ

と

‘

；

◎

思

い

あ

し

て

取

扱

わ

れ

て

い

0

農
地
の
転
用
払
下
げ

□フ
レ
|
キ
、
ペ
ル
、
ラ
イ
ト
、
反
射

ぎ

ら

れ

る

°

郵

便

局

、

電

信

i

完
全
な
自
転
車
に
乗
る

陀
危
険
で
す
。
乗
る
前

電

話

、

専

の

取

i

検
し
て
、
完
全
な
自
転

扱
業
務
の

こ
と
、
◎

あ
あ
セ
ょ

0

造
林
開
墾
事
業
~

し
ょ
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